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編 集 後 記

　大学における数学・物理・化学など「積み上げ型科目」の専門課程の学修の意義は，単

なる知識の集積ではなく，専門科目を体系的に理解し，得られた知識を「活用可能な形」

に修得することにあります．最近は，小型の電子辞書であっても，辞書や専門書など数十

冊をまるごと記憶することができますが，記憶してある言葉の意味をキーワードで検索す

るだけでは新しいものを創造することはできません．一方，人間は，大量のデータをまる

ごと正確に記憶することは不得意ですが，体系的な専門知識を「活用可能な形」に理解・

記憶することで，不思議なことに新しいことを創造することまでできます．これこそ，人

間だけがもつ優れた特性です．脳の中で，どういう形で，これらの記憶や理解，さらに創

造が実現されているかはまだ解明されていませんが，繰り返し記憶する訓練を行い，さら

に体系的に理解することは，脳の神経線維のネットワークが新たに形成される化学的現象

であることは間違いない訳です．大学の 4 年間または 6 年間の専門課程で学ぶことの意義

は，結局，専門科目の反復学習と体系的理解によって，「自分なりの脳を創り上げること」

と言うことができます．したがって，一夜漬けだけで試験に臨んでばかりいては，大学の

専門課程が修了しても，そうした脳が形成できないことなります．一冊の本をさっと読ん

で得られる知識の獲得は，卒業もできるでしょうが，専門課程の意義は，そうした知識を

理解して系統的に脳に取り込む，いわば「ツール」を頭の中に作ることなのでしょう．

　したがって，大学に入学したら，是非，「良い習慣を付ける」ことに心掛けるべきです．

英語の発音練習を毎日行う，授業の数学をその都度完璧に理解する，などなど．これは結

構難しいことで，そのために「強い意思・気魄」が必要ですし，さらに教育の現場では，

学生に対する優れた「動機付け」が必要です．そのためには，教員が「○○の科目が重要

だ」と学生に伝えるよりも，素晴らしい研究成果やそれに向かう姿勢を見せることによっ

て，その積上げ科目の延長上にある「科学」を若い人の「あこがれ」にすることが重要と

思います．それが学術の大きな目的の一つだと思います．
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